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議会事務局の目標（平成３０年度）自己評価書

議会事務局長 石井 良宏

個別事業とその目標 達成度
目標達成の効果又は

達成できなかった理由等

１ 円滑な議会運営に向けたサポートについて

（１）議員及び関係課との調整を図り、議会や議員活動を支援するとともに、議長との

全体調整を十分行いながら、本会議、委員会等が円滑に運営できるよう、事務局職

員の事務執行能力の向上に努め、的確なサポートができるように努めます。

（２）議員のなり手不足問題や時代に即した議会運営のあり方等について調査研究を行

うため、平成２９年９月に議会改革特別委員会が設置されたことから、資料・情報

の収集及び提供と委員会の円滑な運営をサポートします。

２ 町民に開かれた議会づくりについて

（１）議会だよりしすいの編集について、編集特別委員会を開催するとともに、議会広

報研究会への参加、先進地視察等により、編集知識の向上を図り、議会だより編集

特別委員会と協同して、読みやすく親しみやすい紙面づくりに努めます。

また、ホームページへの情報発信についても、正確かつ迅速に対応します。

（２）老朽化した議場内の放送設備等の更新を行う。

４

４

４

５

円滑な議会運営をすることができました。

平成３０年８月までに１１回の委員会を開催し、その協議

結果に基づき執行部に対しては要望書を提出するととも

に、９月定例会に報告しました。その間資料作成や情報提

供など、円滑な委員会運営をサポートしました。

議会だより編集特別委員及び事務局職員で議会広報研究

会への参加や、議会広報クリニックへの出品など、編集知

識の向上に努め、読みやすい紙面づくりに努めました。

平成３０年１１月に新しい音響・映像システムの導入を図

り、１２月定例会より運用を開始しました。

達成度：H31.3.31の自己評価
５ 目標を完全に達成した。

４ 目標を概ね達成した。

３ 目標を一部達成した。

２ 目標をほとんど達成できなかった。

１ 目標をまったく達成できなかった。

様式１


